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No. ４１４

　１月２７日（土）、大正池近くの町有林で森林整備体験教室が開かれ
ました。この教室は、京都モデルフォレスト協会が森林保全を目的
に行ったもので、同協会の会員をはじめ「ＮＰＯ大正池環境サポート
センター」「ＮＰＯナチュラル」「ＮＰＯエコ井手創造プロジェクト」の
メンバーなど約７０人が参加。
　講師の京都大学フィールド科学教育研究センター柴田教授が竹林
の問題点と整備の意義を説明し、参加者は各班に分かれ人工林に侵
入した「真竹」の伐採作業を体験しました。
　また、１月２８日（日）には、上井手区内の竹林で竹林整備事業が行
われました。（写真右下）これは「ＮＰＯエコ井手創造プロジェクト
（奥田武彦理事長）」が環境問題を学び青少年の健全育成につなげよう
と行っている事業で、ゆうゆうスポーツクラブの児童が参加し伐採
作業を体験。後日伐採した竹で炭焼も体験しました。

広報

侵入侵入するする竹竹からから森森をを守守ろろうう
森林整備体験教森林整備体験教室室
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【自主財源】
町が自ら収納・徴収できる
財源のこと
【依存財源】
国や県から交付・割り当て
られる財源のこと
【地方交付税】
自治体の財政力に応じて国
から交付されるお金
【繰入金】
財政調整基金（家庭の預貯
金にあたる）の取り崩しな
どにより繰り入れたお金
【繰出金】
特別会計などに繰り出した
お金

  平成１７年度

  一般会計決算

 １億２４４３万１千円
                                の黒字

用語の解説

備考実質収支額
翌年度へ繰り
越すべき財源

歳　出歳　入会計別

１２４，４３１０　３，６１２，６６２３，７３７，０９３一般会計

翌年度歳入繰上充用金
で歳入不足を補てん　

△ ２４，５１３０　８２３，６９８７９９，１８５
国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

特
　
別
　
会
　
計

７，５４７０　７５，５３０８３，０７７
多賀地区簡易水道
事 業 特 別 会 計

３，０６６０　８６４，１３２８６７，１９８
老 人 保 健
特 別 会 計

１０，９９２０　５５２，５０４５６３，４９６
介 護 保 険
特 別 会 計

９，３３５０　５５８，２９１５６７，６２６
公共下水道事業
特 別 会 計

４７０　３，８４８３，８９５
多 賀 財 産 区
特 別 会 計

００　５，４７５５，４７５
井 手 財 産 区
特 別 会 計

各  会  計  別 　 歳  入  ・  歳  出

　
平
成
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１７
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す
。

差引額
１０，０９４

収益的支出（消費税含む）
１０５，９６７

収益的収入（消費税含む）
１１６，０６１井手町水道

事業会計 差引額
△ ４３，７８８

資本的支出（消費税含む）
７９，４９４

資本的収入（消費税含む）
３５，７０６

△ ３３，６９４１８５，４６１１５１，７６７計

　歳入は３７億３７０９万３千円で、前年度より５４９９万３千円
（１．５％）減となりました。これは、町債（２億４００万円）、国
庫支出金（３０３６万４千円）、町税（１３２５万４千円）、財産収入
（１１７０万７千円）等が減少し、一方、繰入金（１億５１８万９千
円）、地方交付税（３２７３万３千円）、繰越金（２２７８万３千円）、地
方譲与税（１６８２万６千円）、府支出金（１６６３万４千円）等が増
加しており、主なものは次のとおりです。

町税

９億５９２３万８千円（対前年度１．４％減）
　町税収入は、歳入全体の２５．７％を占め、１世帯あたり２９万
４１５５円、１人あたり１１万３４６円を納めていただいたことにな
ります。

地方交付税

１３億７８１９万２千円（対前年度２．４％増）
　地方公共団体が標準的な行政運営を行う場合に、財源不足
額に応じて国から交付されるお金です。歳入全体の３６．９％を
占めています。

国・府支出金

４億１３１４万６千円（対前年度３．２％減）
　内訳は、国庫支出金１億４８５８万３千円（対前年度１７．０％
減）、府支出金２億６４５６万３千円（対前年度６．７％増）となっ
ています。国、府の行政を行うために要する経費、町の特定
の施策を行うための経費の財源に充てるため、その財源の全
部または一部をその目的、性格により、負担金、補助金、委
託金の三つに分類されて交付されるものです。

町債

３億１８５０万円（対前年度３９．０％減）
　町が特定の事業を行うために借り入れるもので、主な事業
は、庁舎耐震補強工事、林業経営構造対策事業バンガロー３
棟新築工事、町道２２号線道路改良工事、町道３２－１号線道路
改良工事他と臨時財政対策債などです。

(単位：千円)

町税町税
25.725.7％

繰越金
4.5％

繰入金 
3.5％

諸収入
0.9％

その他
2.8％

地方交付税地方交付税
36.936.9％

国庫支出金
4.0％

府支出金府支出金
7.17.1％

町債町債
8.58.5％

その他その他 
6.16.1％

人件費人件費
30.030.0％

扶助費扶助費 
5.65.6％

公債費公債費 
13.513.5％

物件費物件費 
11.111.1％

補助費等補助費等 
11.011.0％

繰出金繰出金 
13.613.6％

普通建設普通建設 
事業費事業費 
14.214.2％

積立金 
0.9％

維持補修費 
0.1％

自主財源 依存財源

歳 

入

歳 

出

36億1266万2千円

37億3709万3千円

町税
25.7％

地方交付税
36.9％

府支出金
7.1％

町債
8.5％

その他 
6.1％

人件費
30.0％

公債費 
13.5％

物件費 
11.1％

補助費等 
11.0％

繰出金 
13.6％

普通建設 
事業費 
14.2％

扶助費 
5.6％

歳入（収入）

表１
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農林水産業費
　決算額は９７０８万１千円で、前年度より２６３１万８千円
（２１.３％）減となりました。「木の良さ・つくる楽しみを味わ
ってもらおう」と木工教室を井手･多賀小学校で開催。
○浜・鐘付揚水機改修、野上揚水導水管改修事業補助
 ５９万２千円
○林業経営構造対策事業バンガロー３棟新築事業（野外活
動センター）  ４７８０万円

商工費
　決算額は２７５２万６千円で、前年度より１１０万９千円
（３.９％）減となりました。
○小規模企業者資金借入保証料補給金 １７０万５千円
○工場等誘致奨励金 １４４万９千円
○桜まつり関連事業、まちづくりセンター運営費
  ５３２万４千円
○商工会振興事業・経営改善普及事業補助金 ８５０万円

土木費
　決算額は２億４９９８万８千円で、前年度より５３７８万７千円
（１７.７％）減となりました。
○急傾斜地崩壊対策防止事業  ６７２万２千円
○町道２２号線道路改良工事  ３７８６万６千円
○町道３２－１号線道路改良工事  ３６９９万９千円
○木津川堤防除草作業 １１８４万４千円
○南猪ノ阪他下排水路改修工事 １７１０万８千円
○宮ノ后橋他橋梁塗装工事 ２７１万５千円
○玉川砂防公園基本計画策定委託  ３００万円
○交通安全施設整備事業（街灯・カーブミラー・道路標識）
    ６１万４千円

消防費
　決算額は１億８２５３万５千円で、前年度より４０２０万８千円
（１８.１％）減となりました。
　消防団員の団結と士気高揚を図ることを目的に町長査閲
を実施。
○常備消防設置委託料  １億４７０１万円
○消火栓ボックス  ７０万８千円

教育費
　決算額は３億２９００万９千円で、前年度より６３７５万５千円
（２４.０％）増となりました。
○英語指導助手事業  ４２０万３千円
○みらいネット接続工事（井手・多賀小学校、泉ヶ丘中学校）
   ３１４万５千円
○多賀小学校耐震補強工事  １５０１万２千円
○泉ヶ丘中学校本館耐震補強工事 ５５６９万２千円
○放課後児童クラブ運営費  ６２４万３千円
○町内遺跡発掘調査費 ３１３万８千円

公債費
　決算額は４億８８８５万７千円で、前年度より１億９０７９万３
千円（２８.１％）減となりました。
○償還元金 ４億２３１万１千円
○償還利子 ８６４７万５千円
○一時借入金に対する利子 ７万１千円

　　
　歳出は３６億１２６６万２千円で、前年度より１０２６万２千円
（０.３％）減となりました。庁舎耐震補強工事、総合行政情
報システム機器更新、共同浴場新築等工事、林業経営構造
対策事業バンガロー３棟新築工事、町道２２号線道路改良工
事、南猪ノ阪他下排水路改修工事、多賀小学校・泉ヶ丘中
学校耐震補強工事など主な事業は次のとおりです。

総務費
　決算額は、１０億３９１６万３千円で、前年度より１億６０２４万
３千円（１８.２％）増となりました。
〇特別会計繰出金 ４億９１２３万９千円
〇各種基金への積立金 ３１１７万９千円
○庁舎耐震補強工事   ３７８４万２千円
○総合行政情報システム機器更新 ６６３３万３千円
○各公民館（石垣、玉水、東部）施設改良補助 ５０７万６千円
○住民主体のまちの魅力づくりワークショップ業務委託
 ４５１万５千円
〇衆議院議員総選挙、京都府知事選挙、町議会議員一般選挙
 １００４万４千円
〇国政調査費他各種統計調査費 ３９９万１千円

民生費
　決算額は８億６２６万３千円で、前年度より１億１３１５万１
千円（１６.３％）増となりました。
〇デイサービス事業等委託  ２５００万円
○共同浴場（いで湯）新築等工事 １億４２５０万円
○身体障害者支援等 ５３５４万１千円
○子育て支援事業（児童手当、乳幼児医療費助成事業）
  ５４３５万５千円

衛生費
　決算額は３億１３０７万１千円で、前年度より２０１９万１千円
（６.１％）減となりました。
○老人保健事業（基本健康診査・胃がん検診等の各種保健
事業）・予防接種事業 １８９８万６千円

○町内河川の水質検査 １２０万２千円
○古紙等再資源集団回収事業（新聞紙等の古紙集団回収事
業補助金、生ごみ自家処理容器等購入費補助金）

 １２０万５千円
○ごみの収集運搬経費（民間委託含） ５４８３万円
○城南衛生管理組合分担金  １億４２１２万円

議会費議会費 79,146,000 79,146,000円

総務費総務費 
1,039,163,0001,039,163,000円

民生費民生費    
806,263,000806,263,000円

衛生費衛生費 
313,071313,071円

労働費労働費 3,000 3,000円

農林水産業費農林水産業費
97,081,00097,081,000円

商工費商工費 
27,526,00027,526,000円

消防費消防費 
182,535,000182,535,000円

土木費土木費 
249,988,000249,988,000円

教育費教育費 
329,009,000329,009,000円

災害復旧費災害復旧費 
20,00020,000円

公債費公債費 
488,857,000488,857,000円

議会費 79,146,000円

総務費 
1,039,163,000円

民生費  
806,263,000円

衛生費 
313,071円

労働費 3,000円

農林水産業費
97,081,000円

商工費 
27,526,000円

消防費 
182,535,000円

土木費 
249,988,000円

教育費 
329,009,000円

災害復旧費 
20,000円

公債費 
488,857,000円

目
的
別
歳
出一般会計

36億1266万2千円

歳出（支出）

宇治・城陽・宇治田原・井手合併任意協議会第３回協議会開催

新都市建設基本構想案中間報告とスケジュールを協議
　本町と宇治市、城陽市、宇治田原町の市町合併実現に向
けた協議をする場として、第３回合併任意協議会が１月２８
日（日）に行われました。
　今回の協議会では、新都市建設基本構想案中間報告と策
定に向けたスケジュールについて協議されました。
　基本構想案については、協議する内容が多岐に渡り、ま
たボリュームも多いため、２市２町の将来を見据えた論議
をするために十分な時間を確保する必要があることから、
第３回協議会においては、構想案の前段部分である「２市
２町の現況（①概況②人口・産業③地域構造④行政⑤住民
意向⑥２市２町の地域特性と留意すべき点）」と「新都市建
設の基本方針（①将来像②将来目標人口③新都市の重点的
取り組み④土地利用構想）」を提案し、これについて論議さ
れました。
　また、スケジュールは今年中を目標に任意協議会の総括
を行うことと変更され、新都市建設基本構想案を慎重に論
議し、これを踏まえた住民アンケートが実施される予定で
す。
　次回協議会では、今回の協議を十分踏まえる中で後段部
分の「財政シミュレーション」と「２市２町の合併で期待
される効果や懸念」を中心に、前段部分についても併せて
論議される予定です。
　協議会の開催や資料等については、町ホームページ
（http://www.town.ide.kyoto.jp）の「合併任意協議会」
でご覧いただくか、役場２階企画財政課でも閲覧できま
す。
＊お問い合わせは、企画財政課（ＴＥＬ８２‐２００１）まで
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４
月
　
日
に
任
期
が
満
了
す
る

２９

京
都
府
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、

３
月
　
日
に
告
示
さ
れ
４
月
８
日

３０

が
投
票
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
選
挙
は
京
都
府
民
の
代
表
を
選

ぶ
大
切
な
選
挙
で
あ
り
、
棄
権
し

な
い
で
、
よ
く
見
て
、
よ
く
聞
き
、

よ
く
考
え
て
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ

う
。

【
投
票
で
き
る
人
は
】

　
今
回
の
選
挙
に
投
票
資
格
が
あ

る
人
は
、
昭
和
　
年
４
月
９
日
以

６２

前
生
ま
れ
、
投
票
日
当
日
　
歳
以

２０

上
に
な
っ
て
い
る
方
で
す
。
こ
の

う
ち
、
平
成
　
年
　
月
　
日
ま
で

１８

１２

２９

に
町
内
に
住
民
登
録
を
し
て
、
投

票
日
に
お
い
て
も
引
き
続
い
て
在

住
さ
れ
て
い
る
方
は
、
井
手
町
で

投
票
で
き
ま
す
。

【
転
入
さ
れ
た
方
】

　
平
成
　
年
　
月
以
降
京
都
府
内

１８

１２

の
市
町
村
か
ら
、
井
手
町
に
転
入

さ
れ
た
方
で
、
投
票
日
に
お
い
て

も
引
き
続
い
て
在
住
さ
れ
て
い
る

方
の
う
ち
、
転
入
前
の
市
区
町
村

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
転
入
前
の
住
所
地
で

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

合
。

煙
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間

は
、
３
月
　
日
（
告
示
の
翌
日
）

３１

か
ら
４
月
７
日（
投
票
日
の
前
日
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
投
票
時

間
は
土
・
日
曜
日
を
含
め
て
午
前

８
時
半
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の

間
、
役
場
１
階
期
日
前
投
票
所

で
、
行
っ
て
い
ま
す
。

【
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
】

　
４
月
８
日
の
投
票
日
に
、
都
道

府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

し
た
病
院
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
入
院
･入
所
中
の
方
、
ま
た
、

身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
に
入

所
中
の
方
で
、
投
票
に
行
け
な
い

と
見
込
ま
れ
る
方
の
た
め
に
、
投

票
日
の
前
で
も
病
院
施
設
等
で
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

は
、
３
月
　
日
（
告
示
の
翌
日
）

３１

か
ら
４
月
７
日（
投
票
日
の
前
日
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
い

こ
と
は
、
病
院
や
老
人
ホ
―
ム
等

又
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
井
手
町
以
外
の
市
区
町
村
で
不

在
者
投
票
を
す
る
と
き
】

①
不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
滞
在
地
の
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
宣
誓
書
用

紙
の
交
付
を
受
け
、
こ
れ
に
投
票

日
当
日
（
４
月
８
日
）
に
、
投
票

所
に
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
理
由

に
○
を
付
け
、
井
手
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
、
直
接
ま
た
は
郵
便
で

【
投
票
所
入
場
券
は
忘
れ
ず
に
】

　
４
月
８
日
（
日
）
の
投
票
日
に

は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

煙
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
。

煙
入
場
券
に
指
定
さ
れ
た
投
票
所

以
外
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

煙
投
票
所
に
行
く
と
き
は
、
入
場

券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
も

し
、
お
忘
れ
に
な
っ
た
と
き
は
、

そ
の
旨
を
投
票
所
の
係
員
に
申
し

出
て
、
再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

煙
投
票
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

投
票
所
内
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
候

補
者
の
氏
名
を
見
直
し
、
も
う
一

度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
代
理
・
点
字
投
票
は
】

　
身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、
自

分
で
投
票
用
紙
に
候
補
者
を
記
載

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
代
理
投

票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
代
理
投
票

制
度
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
投
票

日
の
当
日
、
投
票
所
の
係
員
に
申

出
て
く
だ
さ
い
。
２
人
の
投
票
補

助
者
が
決
め
ら
れ
、
投
票
の
代
理

を
し
ま
す
。
ま
た
、
目
の
不
自
由

な
方
に
は
、
点
字
投
票
制
度
が
あ

り
ま
す
。
遠
慮
な
く
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
】

　
４
月
８
日
の
投
票
日
に
投
票
所

に
行
け
な
い
と
見
込
ま
れ
る
方
の

た
め
に
、
期
日
前
投
票
制
度
が
あ

り
ま
す
。

た
だ
し
、
投
票
の
際
、
井
手
町
に

引
き
続
い
て
居
住
中
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
居
住
証
明
書
類
が
必

要
で
す
。（
役
場
住
民
課
で
発
行
し

ま
す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。）

【
転
出
さ
れ
た
方
】

　
井
手
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
で
、
京
都
府
内
の

市
区
町
村
に
住
所
を
移
さ
れ
た
方

は
、
井
手
町
か
ら
引
き
続
き
京
都

府
内
の
市
区
町
村
に
居
住
中
で
あ

る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
転
出

先
の
市
区
町
村
が
発
行
す
る
も

の
）
を
持
っ
て
登
録
さ
れ
て
い
る

投
票
所
に
提
出
す
れ
ば
、
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
転
出
先
の

新
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
除
く
。）

【
投
票
所
入
場
券
及
び
選
挙
公
報

の
配
布
】

　
投
票
所
入
場
券
の
配
布
に
つ
き

ま
し
て
は
、
選
挙
人
１
人
に
１

枚
、
郵
便
は
が
き
に
て
、
ご
家
庭

に
お
届
け
し
ま
す
。
投
票
日
当
日

ま
で
大
切
に
保
管
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
選
挙
公
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
区
の
隣
組
よ
り
配
布

し
ま
す
。

京
都
府
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
日
は

４
月

８
日
（
日
曜
日
）

　
期
日
前
投
票
が
で

き
る
場
合
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

①
投
票
日
当
日
、
職

務
に
従
事
中
で
あ
る

場
合
。

②
何
ら
か
の
用
事
の

た
め
、
旅
行
中
ま
た

は
滞
在
中
で
あ
る
場

合
（
た
と
え
ば
、
レ

ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な

ど
の
私
用
で
投
票
区

の
区
域
外
に
い
る
よ

う
な
場
合
）。

③
投
票
日
当
日
、
出

産
、
手
術
、
身
体
の

障
害
等
で
歩
く
こ
と

が
困
難
で
あ
る
場

区域投票所の施設名投票所名

石垣・水無・高月井手小学校体育館第１投票所

上井手・有王上井手区公民館第２投票所

東部・西部・北部多賀小学校体育館第３投票所

南部南部公民館第４投票所

玉水玉水公民館第５投票所

北・南
いづみ人権交流センター

研修棟
第６投票所

あなたの投票所は

区域投票所の施設名投票所名

石垣・水無・高月井手小学校体育館第１投票所

上井手・有王上井手区公民館第２投票所

東部・西部・北部多賀小学校体育館第３投票所

南部南部公民館第４投票所

玉水玉水公民館第５投票所

北・南
いづみ人権交流センター

研修棟
第６投票所

あなたの投票所は
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投
票
用
紙
等
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

②
請
求
を
受
け
た
選
挙
管
理
委
員

会
は
、
投
票
用
紙
、
不
在
者
投
票

用
封
筒
お
よ
び
封
筒
に
入
れ
封
を

し
た
「
不
在
者
投
票
証
明
書
」
を

交
付
し
ま
す
。
こ
の
「
不
在
者
投

票
証
明
書
」
の
封
筒
は
決
し
て
開

封
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
開
封
さ

れ
る
と
不
在
者
投
票
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

③
交
付
さ
れ
た
投
票
用
紙
等
を
持

っ
て
滞
在
地
な
ど
の
市
区
町
村
選

挙
管
理
委
員
会
の
指
示
に
従
っ
て

投
票
し
ま
す
。

④
不
在
者
投
票
を
受
け
付
け
た
滞

在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
あ

な
た
の
不
在
者
投
票
を
す
ぐ
井
手

町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送
付
し
ま

す
が
、
投
票
所
閉
鎖
時
刻
ま
で
に

到
着
し
な
い
と
無
効
に
な
り
ま
す

の
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
郵
便
等
投
票
制
度
】

　
選
挙
人
で
身
体
障
害
者
手
帳
・

戦
傷
病
者
手
帳
・
介
護
保
険
の
被

保
険
者
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人

で
、
そ
の
障
害
・
傷
病
・
要
介
護

状
態
区
分
の
程
度
が
一
定
以
上
で

あ
る
場
合
は
、
事
前
に
選
挙
管
理

委
員
会
へ
交
付
申
請
を
行
い
郵
便

等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

お
き
、
そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投

票
用
紙
を
請
求
し
、
郵
便
等
に
よ

り
自
宅
で
投
票
す
る
方
法
で
す
。

　
身
体
の
障
害
の
状
態
が
表
１
に

該
当
す
る
方
は
郵
便
等
投
票
制
度

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
郵
便
等
投
票
に
お
け
る
代
理
記

載
制
度
】

　
郵
便
等
投
票
の
対
象
者
で
、
次

の
要
件
に
も
該
当
す
る
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

届
出
を
し
た
代
理
人
１
人
（
選
挙

権
を
有
す
る
人
）
に
投
票
に
関
す

る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。　

煙
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方

　
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程

度
が
１
級

煙
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方

　
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程

障害の程度該当する障害種別

１級・２級両下肢・体幹・移動機能

身体障害者
手帳

１級・３級
心臓・じん蔵・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸　

１級から３級免疫

特別項症から第２項症両下肢・体幹

戦傷病者手帳
特別項症から第３項症

心臓・じん蔵・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸　

要介護５要介護状態区分介護保険者証

表１

　井手町では、水道法第２０条の規定に基づき定期の水質検査を
実施しております。このたび、平成１９年度の水質検査計画を策
定しましたので公表します。
○平成1９年度水質検査計画の概要
１．品質保証のための水質検査

＊上記検査は井手町水道事業、多賀地区簡易水道事業の配水系
統ごとに行います。
　　
　住民の皆様に安心・安全な水道水を飲んでいただけるように、
きめ細かい水質検査に努めます。
＊お問い合わせは、水道課（ＴＥＬ８２‐２００１）まで

２．品質管理のための水質検査

検査項目項目数検査の頻度検査場所検査の名称

色、濁り、消
毒の残留効果

３項目毎日
浄水場・
配水管末

毎日検査

水質基準項目９項目毎月配水管末毎月検査

水質基準項目
２７項目
(内２回
５０項目)

年４回配水管末３ケ月検査

水質管理目標
設定項目

２４項目
＋農薬

年１回配水管末年間検査

検査項目項目数検査の頻度検査場所検査の名称

水質基準項目４０項目年２回
浄水場入口・
取水ピット内

原水検査

水道水質検査計画のお知らせ

水稲算出収穫量 小作料の標準額農地の区分
５００ｋｇ１１，０００円上

田の部 ４５０ｋｇ９，５００円中
４２０ｋｇ７，５００円下

５，５００円上
畑の部 ４，８００円中

３，８００円下

　標準小作料が改訂されました。
　平成１８年度は３年に１度の標準小作料改訂の年に当たり
ます。
　標準小作料は農業委員会が定めることができる小作料の
標準額で農地の貸し借りが行われる場合の目安となるもの
です。
　小作料決定の参考にしてください。

標準小作料《１０ａ当たり》

農業委員会からのお知らせ

平成１９年産から適用します。
＊お問い合わせは、農業委員会（役場産業課内ＴＥＬ８２‐２００１）
まで

度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま

で
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
が
不
在
者
投
票
の
あ
ら
ま

し
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が

大
切
な
選
挙
権
を
行
使
で
き
る
よ

う
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。　

【
開
票
は
井
手
町
自
然
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー
で
】

　
開
票
事
務
は
、
投
票
日
当
日
、

午
後
８
時
　
分
か
ら
井
手
町
自
然

４５

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
選

挙
管
理
委
員
会
（
℡
　
‐
２
０
０

８２

１
）
ま
で

　地域情報をお伝えしてきた「井手町まるごと体験館」にか
わって、井手町公認ポータルサイト「井手ねっと！」が稼動
します。椿坂の情報も満載です。
　詳細は次号でお知らせします。
　

新ホームページ

　「井手ねっと！」が
　　　  　　　　４月にオープン
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滑
２月１３日（火）、町社会福祉協議会は傾聴ボランティア養成講座を玉泉苑で開
催しました。
傾聴とは、普段人と話す機会が少ない高齢者や障害者の抱える不安やストレ
ス、思いを肯定的に聞くことにより、その人の孤独感の解消を目的としてい
ます。
３５人の参加者は講師の京都文教大学人間学部の濱野清志教授から、分かろう
とすることと分かることの違いや、それを伝えるための傾聴の姿勢などを学
びました。

滑
１月２３日（火）、多賀小学校と同校ＰＴＡは「ＰＴＡ地域安全教室」を開催
しました。この会議にはＰＴＡや子ども１１０番の家、子ども見守り隊、田辺
警察署など４０人が参加。
ＰＴＡのこの１年間の取組報告の後、田辺警察署生活安全課の安井さんが、
子どもに関わる犯罪がおこった状況のデータを基に、人よりも場所に注意し
見守り活動に工夫を加えることで、限られた人数でも子どもを守れることを
話されました。

滑
２月２５日（日）、まちづくりセンター椿坂で「椿坂総力祭！（同実行委員会
＝石本茂男実行委員長）」が行われました。まちづくり協議会は、町内で活動
する１３団体で構成され、まちづくりセンターの管理・運営を行っています。
同協議会では昨年に引き続き、来館者が少なくなる冬の時期に合わせて総力
祭を開催しました。会場には約２５０人が訪れ、陶芸や折り紙の体験教室、新
鮮野菜などを販売する「椿坂であい市」や模擬店、「奏」のコンサートを楽し
みました。

 葛

 葛
１月２６日（金）、井手町商工会館で「消費税完納推進の町」ならびに「ｅ－Ｔ
ａｘ利用推進」宣言式が行われました。
井手町商工会では会員に対し、一般消費者からの預かり金である消費税を正
しく期限内に納税をすることや、インターネットを利用した国税の申告・納税
を推進するため「消費税完納推進の町」を宣言しました。
終了後参加者は、府警音楽隊の先導で玉水区内をパレードし、ポケットティッ
シュを配りながら各商店に協力を呼びかけました。

 葛
２月１９日（月）、井手小学校の児童が役場を訪れ「人権の花」である「水仙」
を寄贈しました。
また、市場人権擁護委員は京都地方法務局長と京都府人権擁護委員連合会会
長の感謝状を井手小学校に手渡しました。
この「人権の花」は、昨年１０月に法務局から配布された水仙の球根を、同校
の栽培委員が協力しながら大切に育てたもので、人権意識を高めるため各公
共施設に置かれました。
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み
な
さ
ん
　
こ
ん
に
ち
は
。

　
今
月
は
教
育
委
員
会
か
ら
お
知

ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
エ
ミ
リ
ー
が
井
手
町
に
来
て
１

年
６
ヶ
月
が
た
ち
ま
し
た
。

　
彼
女
は
中
学
校
・
小
学
校
・
保

育
園
で
の
授
業
を
と
て
も
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
授
業
前
の
先
生
方

と
の
打
ち
合
わ
せ
の
時
間
を
十
分

に
持
ち
、
充
実
し
た
授
業
と
な
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
年
齢

に
応
じ
た
授
業
の
組
み
立
て
は
難

し
い
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
興

味
を
持
っ
て
英
語
に
親
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
、
カ
ー
ド
を
使
っ

た
り
、
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
た
り

し
て
、
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
彼
女
は
、
日
本
の
生
活
に
も
慣

れ
、
日
々
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
日
本
語
の
勉
強
も
続
け
て

お
り
、
日
本
語
で
話
し
た
り
、
聞

い
た
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
来
年
度
も
、
彼
女
は
引
き
続
き

井
手
町
で
英
語
を
教
え
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
毎
月
エ
ミ
リ
ー
が
感
じ
た
こ

と
、
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お

伝
え
し
て
き
ま
し
た
「
エ
ミ
リ
ー

の
目
」
は
、
４
月
か
ら
「
教
育
の

窓
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
に
変
わ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の「
エ
ミ
リ
ー
の
目
」

に
加
え
、
教
育
委
員
会
の
取
り
組

み
、
学
校
の
取
り
組
み
な
ど
も
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
学
校
と
家
庭
と
地
域
と
で
見

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾
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箇
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箇
箇
箇
箇
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箇
箇
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箇
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箇
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第２１回井手町解放文化祭
　同和問題をはじめとした人権啓発の推進、地域文化の発展と住
民の交流を図ることを目的に、第２１回井手町解放文化祭が開催さ
れます。今回も、人権啓発や地域交流のイベントが多数企画され
ています。お誘いあわせのうえご参加ください。

◇日時　３月１８日（日）午前１０時～午後４時

◇場所　いづみ人権交流センター・いづみ児童館

◇内容　展示コーナー　舞台発表　人権啓発展
　　　　模擬店　小学生手作り工作コーナーなど
　　　　記念公演（午後２時～３時３０分）
　　　　人権コンサート
　　　　[テーマ]　風と大地と島を唄う　
　　　　　　　　　～沖縄から平和を願って～
　　　　[講　師]　南ぬ風人（ぱいぬかじぴとぅ）
　　　　　　　　　まーちゃん

＊お問い合わせは、井手町解放文化祭実行委員会事務局（いづみ人
権交流センター内　ＴＥＬ８２‐３３８０）まで

水
無
区
・
石
垣
区
・
上
井
手
区
で

自
主
防
災
組
織
設
立

　
水
無
区
（
小
川
榮
太
郎
区
長
）

と
石
垣
区
（
今
西
章
雄
区
長
）、
上

井
手
区
（
今
西
昇
三
区
長
）
で
自

主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
で
の
設
立
は
、
平
成
　１７

年
の
玉
水
区
、
同
　
年
の
北
区
以

１８

来
と
な
り
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、
地
震
や
風

水
害
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
時
に
避
難
情
報
の
提
供
や
、

助
け
が
必
要
な
お
年
寄
り
や
障
害

者
ら
要
配
慮
者
へ
の
互
助
体
制
を

作
る
た
め
の
組
織
で
す
。

　
２
月
　
日
（
日
）
に
設
立
総
会

２５

が
開
か
れ
た
上
井
手
区
で
は
、
区

役
員
や
関
係
者
ら
約
　
人
が
出

８０

席
。
南
山
城
水
害
の
記
録
ビ
デ
オ

な
ど
の
上
映
の
あ
と
、
区
役
員
か

ら
自
主
防
災
組
織
設
立
に
か
か
る

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
設
立
さ
れ
た
自
主
防
災
組

織
で
は
、
今
後
区
民
へ
の
周
知
と

と
も
に
、
避
難
誘
導
や
救
命
講
習

上井手区の設立総会の様子 

見つめよう私たちの歴史

育てよう私たちの文化

な
ど
の
防
災
訓
練
を
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
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３
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
　
期
納
期
限
で
す

１０

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
三
種
混
合
》

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）
午
後
２
時
～
２
時
　
分

１３

４５

煙
第
一
期
初
期
は
生
後
３
ヶ
月
～
６
歳
ま
で
に
３

～
８
週
間
の
間
隔
で
３
回
接
種
。
で
き
る
だ
け
４

歳
ま
で
に
完
了
。

煙
第
一
期
追
加
は
、
初
年
３
回
接
種
完
了
後
１
年

～
１
年
６
ヶ
月
の
間
に
１
回
接
種

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
４
月
　
日
（
火
）
午
後
２
時
～
２
時
　
分

１０

４５

煙
生
後
１
～
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
下
さ
い

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で
 

各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
３
月
　
日
（
月
）・
　
日
（
月
）

１９

２６

　
　
／
４
月
２
日
（
月
）

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
３
月
　
日
（
月
）

１２

　
　
／
４
月
９
日
（
月
）

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
３
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２６

場
所
／
玉
泉
苑

【
行
政
書
士
会
生
活
相
談
】

日
時
／
４
月
２
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で
 

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
４
月
５
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も
　
歳
以
上

６５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で
 

子

育

て

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
３
月
　
日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

２２

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
①
】

日
時
／
４
月
４
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
３
時

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
乳
児
健
診
》

日
時
／
４
月
２
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
　
・
　
・
６
か
ら
Ｈ
　
・
１
・
２
生
ま
れ

１８
１１

１９

受
付
：
午
後
１
時
～
１
時
半

(
)

【
和
太
鼓
教
室
 サ
ー
ク
ル
 】

日
時
／
４
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体

育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
３
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２３

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
３
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

２３

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２０

《
ビ
ー
ズ
教
室
》

日
時
／
３
月
　
日
（
木
）・
　
日
（
木
）

２２

２９

　
　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
～
正
午
・
午
後
１
時

半
～
４
時

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研

修
棟

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
３
月
　
日
（
金
）
午
後
７
時
半
～
９
時

２３

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
　
‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
】

《
鉢
カ
バ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
》

日
時
／
３
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１４

救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日
時
／
４
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／
４
月
７
日
（
土
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１３

２７

　
　
／
４
月
４
日
（
水
）・
　
日
（
火
）

１０

　
　
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
３
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
土
）

２４

３１

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

(
)

【
和
太
鼓
教
室
 初
心
 】

日
時
／
３
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１７
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３
月
は
、
多
賀
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　
　
／
４
月
　
日
（
火
）

１０

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
℡
　
‐
２
０
０

８２

１
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２７

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回
　
第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は

賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
（
第
５
月
曜
日
と

祝
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１３

２７

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

第
　
回
井
手
町
解
放
文
化
祭

２１

日
時
／
３
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１８

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

第
　
回
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

１１

日
時
／
３
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～
午
後
３
時

２５

１０

場
所
／
玉
泉
苑
・
石
垣
公
園

日
時
／
３
月
　
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１４

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
】

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１３

２７

　
　
い
ず
れ
も
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

バイク・軽自動車の廃車・名義変
更の手続きはお早めに

　軽自動車税は、毎年その年の４月１日
現在で所有している人に課税されます。
　盗難などで、現在所有していなくても
廃車の手続きをされませんと課税される
ことになります。
　なお、廃車・名義変更の手続きをする
場所は、次のとおりです。
【役場税務課】
　排気量が１２５㏄ 以下の単車および農耕
作業用自動車（耕運機・トラクター等）。
【陸運局】
　軽自動車（軽四輪貨物および乗用車・
１２５㏄を超える単車）。
※４月１日を過ぎますと、実際にはバイ
クや軽自動車を所有していないのに課税
されることになりますのでご注意くださ
い。
　また、陸運局では毎年、年度末の３月
は窓口が大変混雑し、長時間お待ちいた
だくことになりますので、登録・異動・
廃車等の申請は、できるだけ早め（３月
１５日ごろまで）に済ませていただくよう
お願いします。
　なお、軽自動車納税通知書は４月中旬
に発送いたしますので、４月２０日（金）
までに納税通知書が届いていない方、も
しくは、廃車申告等の手続きをされたの
に納税通知書が届いている方は、お手数
ですがご連絡ください。

減免申請は４月２４日までに

　軽自動車税には、身体に障害のある方
に対する減免制度があります。この制度
を受けようとする方は、４月２４日（火）
までに税務課で申請手続をしてくださ
い。
申請手続に必要な書類等
○減免申請書（税務課にあります）
○軽自動車納税通知書
○障害者手帳等に関する証明書
○当該車両を使用される方の運転免許証
○軽自動車検査書
　なお、減免対象者は一定の要件を満た
す必要がありますので、詳しい内容につ
いてはお問い合わせください。

固定資産税の縦覧・閲覧

葛土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧
　納税者が町内の土地や家屋の価格との
比較を通じて、自己の土地や家屋の評価
が適正かどうかを確認できるように「土
地価格等縦覧帳簿」と「家屋価格等縦覧
帳簿」が縦覧できます。
○縦覧事項
「土地価格等縦覧帳簿」…所在、地番、地
目、地積、評価額
「家屋価格等縦覧帳簿」…所在、家屋番
号、種類、構造、床面積、建築年、評価額
葛固定資産課税台帳の閲覧
　納税義務者が所有する固定資産、借地
人・借家人が使用している固定資産、賦
課期日(１月１日)以降に固定資産を取得
された方などが対象資産について「固定
資産課税台帳」に記載された内容を閲覧
することができます。
○閲覧事項
「土地課税台帳」…所有者の住所・氏名、
土地の所在、地番、地目、地積、評価額など
「家屋課税台帳」…所有者の住所・氏名、
家屋の所在、家屋番号、種類、構造、床
面積、建築年、評価額など
「償却資産課税台帳」…所有者の住所・氏
名、取得価格、帳簿価格、評価額など
《必要書類等》
①印鑑（認印）
②納税通知書、課税明細書
③本人が確認できる免許証等
④委任状と代理人本人が確認できる免許
証等

⑤賃貸借契約書と本人が確認できる免許
証等

⑥所有権を取得したことを証する書類と
本人が確認できる免許証等
葛縦覧期間　平成１９年４月２日から５月
１日（土、日・祝日を除く）
葛閲覧期間　平成１９年４月２日から翌年
３月３１日（土、日・祝日及び１２月２９日
から１月３日を除く）
葛縦覧・閲覧時間　午前８時半から午後
５時半（正午から午後１時までを除く）
葛場所　役場税務課
＊お問い合わせは、税務課（TEL８２‐
２００１）まで

必要書類等縦覧できる方

①・②又は③納税者（現に土地又は家屋の固定資産税を収めている者）

縦
覧

①・②又は③納税者と同一世帯の親族

①・②又は③納税管理人

①・④納税者の代理人

必要書類等閲覧できる方

①・②又は③納税義務者

閲
覧

①・④納税義務者の代理人

①・⑤借地人・借家人

①・⑥賦課期日（１月１日）以降に固定資産を取得された方など

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧、固定資産課税台帳等の閲覧のできる方

＊税務課からのお知らせ＊
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煙
図
書
は
１
人
　
冊
、
２
週
間

１２

煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
３
月

◆
一
般
書

「
ぼ
く
の
手
は
き
み
の
た
め
に
」　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
拓
司

「
ひ
と
り
日
和
」　
　
　
　
　
青
山
七
恵

「
夢
を
与
え
る
」　
　
　
　
　
綿
矢
り
さ

「
四
文
字
の
殺
意
」　
　
　
　
夏
樹
静
子

「
吉
原
手
引
草
」　
　
　
　
松
井
今
朝
子

「
風
姿
恋
伝
」　
　
　
　
　
　
　
唯
川
恵

「
ミ
ハ
ス
の
落
日
」　
　
　
　
貫
井
徳
郎

◆
児
童
書

「
だ
じ
ゃ
れ
モ
ン
次
郎
１
な
ぞ
な
ぞ
ギ

ャ
ン
グ
団
」　
　
　
　
　
　
石
崎
洋
司

「
あ
っ
ぱ
れ
ア
ス
パ
ラ
郎
」 
　
川
端
誠

「
は
る
か
ぜ
の
ホ
ネ
ホ
ネ
さ
ん
」　
　
　

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

　
月
～
３
月
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

☆
３
月
・
４
月
の
休
館
日

３
月
　
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１２

１９

２２

２６

２９

４
月
２
・
９
・
　
・
　
・
　
日

１６

２３

２６

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
む
ら
あ
つ
こ

「
あ
か
り
ち
ゃ
ん
」　
　
あ
ま
ん
き
み
こ

☆
３
月
・
４
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

４
月
　
日
（
土
）

１４

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

３
月
　
日
（
土
）

１７

４
月
　
日
（
土
）

２１

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
絵
本
の
贈
呈
》

３
月
　
日
（
土
）
～
３
月
　
日
（
土
）

１７

２４

＊
昨
年
　
月
実
施
の
贈
呈
式
に
申
し
込

１０

ま
れ
な
か
っ
た
１
～
３
歳
児
対
象
で

す
。
今
年
度
最
後
で
す
。

《
春
の
お
話
会
》

４
月
　
日
（
日
）

２２

午
後
１
時
半
か
ら

鈍感力
渡辺淳一

この複雑な現代社会をより良く生き
抜くためには、「鈍感力」が必要であ
る。叱られ続けた名医、五感の鈍さ、
図にのる才能、女性の強さ他、人生
を愛と成功へと導く処方箋１７章。渡
辺流、男と女の人生講座。

まいにちの通園通学
うれしいね、ママの手づくり　
文化出版局
子どもに、ものをただ買い与えるだ
けではなく、「作ることの楽しさ」を
教えてあげたい…。入園入学のため
の袋もの、ふだん着、お弁当、夏祭り
のゆかたとおゆうぎ会の服、バザー
の小ものなど、作り方をわかりやす
く紹介する。〈型紙付き〉

銀太捕物帳
お江戸のかぐや姫
那須正幹
「八月十五夜に月へ帰ります」といっ
てロウソク問屋の娘、お秀が突然の
失踪。植木屋の繁二郎も死体で発見
される。銀太親子は大捜索に乗り出
す。銀太捕物帳シリーズ、ここに完
結。

どうぶつかくれんぼ
わらべきみか

どうぶつたちがかくれんぼをしてい
るよ。おうちにかくれているのはだ
あれ？  帽子のうしろにかくれてい
るのは？  雲のうしろにかくれてい
るのは？  めくってひらいて楽しい
しかけ絵本。厚紙絵本。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
、
平
成
　
年
度
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

１９

の
保
険
料
は
い
く
ら
で
す
か
。

Ａ
、
平
成
　
年
度
（
平
成
　
年
４
月
分
か
ら
平
成

１９

１９

　
年
３
月
分
ま
で
）
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

２０１
４
、
１
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
毎
年
２
８
０
円

（
月
額
）
ず
つ
、
平
成
　
年
度
に
１
６
、
９
０
０

２９

円
に
な
る
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
納
付
書
」
で
金
融
機
関
・
郵
便
局
、
ま
た
は
お

近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
社
会
保
険
事

務
所
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
を
、
１
年
前
納
・
半
年
前
納

す
る
と
割
引
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
口
座
振
替
に
す

る
と
割
引
額
が
有
利
に
な
り
ま
す
。
前
納
で
な
く

て
も
、
月
々
の
口
座
振
替
を
早
割
（
当
月
保
険
料

の
当
月
末
引
落
し
）
に
す
れ
ば
保
険
料
の
割
引
が

あ
り
ま
す
。
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、
社
会

保
険
事
務
所
・
各
金
融
機
関
の
窓
口
で
申
し
込
み

用
紙
に
必
要
事
項
（
基
礎
年
金
番
号
な
ど
）
を
記

入
し
て
、
金
融
機
関
印
を
押
印
の
う
え
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
口
座
振
替
で
前
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合

に
は
、
１
年
前
納
・
前
期
半
年
前
納
は
３
月
　
日
２５

頃
ま
で
に
、
後
期
半
年
前
納
は
９
月
　
日
頃
ま
で

２５

に
、
社
会
保
険
事
務
所
に
申
出
書
が
到
着
す
る
よ

う
に
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
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ごみ収集日程表（3月11日～4月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL０７７４‐８２‐２００１）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、
内垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地、田村新田⑧３月２８日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨３月２９日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩３月３０日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、
安堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山⑪４月２日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内⑫
３月１２日
４月３日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝⑬

３月１３日
４月４日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭
３月１４日
４月５日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、
下赤田、上赤田、鳥休⑮

３月１５日
４月６日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに衛生課へ電話予約（TEL０７７４‐８２‐２００１）してください。（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・

エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

 区　分

地　区 

３月１４日

３月２８日

３月２１日

４月４日
３月２２日３月１５日３月２９日４月５日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

３月２１日

４月４日

３月１４日

３月２８日
３月２３日３月１５日４月６日３月３０日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

３月２１日

４月４日

３月１５日

３月２９日
３月２２日４月５日３月２８日３月１４日火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区

▼お風呂の残り湯を　　　　　
　活用しましょう
ポンプなどを使って、お風呂の残り湯を
洗濯に再利用して水の量を節約しましょ
う。

▼洗剤は適量に

洗剤をたくさん入れても洗浄力が増すわ

けではありません。洗剤が不必要に多い
とすすぎの水が余分に必要になります。

▼洗濯物はまとめ洗いを

洗濯物が少量の場合はすぐに洗わず、適
正量をまとめて洗濯回数を少なくした方
が効果的です。

家庭・オフィスでできる　省エネ 洗濯機



出張徴収【多賀】

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 3月11日～ 4月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：総務部企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

〈
婚
姻
〉

〈
出
産
〉

日３/１１
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、賀泉苑）月１２
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
三種混合（午後２時～２時４５分、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

火１３

育児相談・遊びの広場（午前９時半～１０時半、保健センター）
生き生きふれあいサロン【鉢カバーを作りましょう】（午後１時半～、玉泉苑）
部落史連続講座（午後７時～９時、いづみ人権交流センター）

水１４

木１５

金１６
和太鼓教室【初心】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）土１７

第２１回井手町解放文化祭（午前１０時～午後４時、いづみ人権交流センター）日１８
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）月１９

ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）火２０

水２１
手芸教室【ビーズ】（午前９時半～正午、午後１時半～４時、いづみ人権交流センター）
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

木２２

大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金２３

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土２４

第１１回ふれあい福祉まつり（午前１０時～午後３時、玉泉苑・石垣公園）日２５
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

月２６

こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

火２７

 水２８
手芸教室【ビーズ】（午前９時半～正午、午後１時半～４時、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）木２９

京都府議会議員一般選挙告示日金３０
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土３１
無火災デー防火パレード日４/１
乳児健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
行政書士会生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）

月２

火３
マタニティースクール①（午後１時半～３時、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水４

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）木５

金６
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土７
京都府議会議員一般選挙投票日（午前７時～午後８時、各投票所）日８
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、賀泉苑）月９
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ＢＣＧ（午後２時～２時４５分、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

火１０

（１月２０日から２月１９日までの届出分・敬称略）

（１月２０日から２月１９日までの届出分・敬称略）

　財団法人自治総合センターから宝くじの助成を

受け、地域のコミュニティ振興を図るために下記

備品を購入しました。

　備品は自治会等の行事に貸し出すことができま

すので、希望される団体は企画財政課（ＴＥＬ８２‐

２００１）までお問い合わせください。

自治会等にイベント用機器を
お貸しします

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署

届出人赤ちゃん住所

孝  雫 
 しずく

木 村井手

幹 雄 優  吾 
ゆう ご

林多賀

祐 二 遥 　 菜 
はる な

中 西井手

雄 一 慎  之  介 
しん の すけ

井 口井手

勇 介 志 　 成 
ゆき なり

藤 波井手

利 治 瑛  斗 
えい と

淺 野井手

妻夫住所

中 村　 美紀野田　 英夫井手

山本　 節子中谷　 裕志井手

出張徴収【北・南】

備　品　名
パイプ椅子机テント

野外マイク設備大型ガスコンロガス炊飯器
かき氷機綿菓子機ポータブルマイク設備
簡易流し台鉄板焼き機ポップコーン機

草刈機


